

































































































































































































  １８６８年 新政府が発足。五カ条の誓文発布 
    ７４年 板垣退助らが民撰議院設立建白書を提出。自由民権運動始まる 
    ７５年 竹下弥平、憲法草案を朝野新聞に投稿 
    ７７年 西南戦争 
    ８０年 国会期成同盟が結成。自由民権運動がピークに 
    ８１年 植木枝盛の「日本国憲案」、「五日市憲法」など私擬憲法が相次いで起草される 
        政府が国会開設の勅諭を出す 
    ８５年 内閣制度発足。伊藤博文が初代総理大臣に 
    ８９年 大日本帝国憲法（明治憲法）公布 











 五条 行政の最高責任者である太政大臣および左右大臣は、左右両院の選挙で決める。 
 六条 左右院を開閉する特権は天皇にある。 











民党一党支配のなかで形骸（けいがい）化も。その歩みは大きなジグザグを描いた。１００年のエピソードをつづる。   
 

























 ○質の低い政治見たら嘆くだろう 色川大吉（東京経済大教授） 
 植木枝盛や千葉卓三郎が今の国会を見たら、こんなものをつくるために自分たちは命をかけたのではない、と言うだろ
う。政治家になれば、お金をもうけ、利権にありつく、などということは念頭になかったでしょう。当時の議論は幼稚かもしれ
ないが志は高かった。国会は真剣勝負の場で、事前に質問内容を通告する、やらせや八百長ではなかった。今は、野
党は党議が優先され、自民党は派閥が優先されて、政治家個人の思想が第二義的なものになっている。そのことが政
治家の質を非常に低くしている。 
 
 ＜語録＞ 
 「貴ぶべきの民権すでに伸暢するか、重んずべきの国権すでに拡張するか、これを憶えば、月明らかなりといえども以
て我輩の心を愉ばしむるに足らず－なんぞ進んで国会の開設を懇願せざる、なんぞ奮って民権の伸暢を欣慕（きんぼ）
せざる」 
 （明治１２年１２月、岡山の集会で発表された檄文（げきぶん）『同胞兄弟に告ぐ』。当時の青年がみな暗唱した） 
 
